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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成23年2月3日(2011.2.3)

【公表番号】特表2003-525311(P2003-525311A)
【公表日】平成15年8月26日(2003.8.26)
【出願番号】特願2000-597337(P2000-597337)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｆ  32/00     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/70     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  61/08     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  67/02     (2006.01)
   Ｃ０８Ｇ  75/22     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｆ  32/00    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/70    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  61/08    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  67/02    　　　　
   Ｃ０８Ｇ  75/22    　　　　

【誤訳訂正書】
【提出日】平成22年12月3日(2010.12.3)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０１９４】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で２０．２５ｇ（０．１０８
モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンス
ルホンアミドを添加し、続いて５５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで
１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッ
ケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン３ｍｌに０．５３ｇ（
１．０８ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥
ボックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時
間撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉ
ｔｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅ
ｒｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理された。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸
留を経て濃縮され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過さ
れ、テトラヒドロフランに再溶解され、メチルｔ－ブチルエーテル中に再析出した。析出
したポリマーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１５．０ｇ（７
５％）であった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された
。ポリマーの分子量は、２３，０００のＭｗを有するＭｎ＝１３，０００と測定された。
ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０１９７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】



(2) JP 2003-525311 A5 2011.2.3

【０１９７】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１５ｇ（０．０５８モル）
のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）－１．１．１トリ
フルオロメタンスルホンアミドを添加し、続いて２２ｍｌのトルエンを添加した。反応混
合物をアルゴンで１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が
１００／１でニッケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン３ｍ
ｌに０．２８７ｇ（０．５８ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加する
ことによって、乾燥ボックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより
希釈された後、６時間撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベー
スのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン
酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理された。ポリマー溶液
は濾過され、回転蒸留を経て濃縮され、ヘキサン中に析出する。析出したポリマーは濾過
され、メチルｔ－ブチルエーテルに再溶解され、ヘキサン中に再析出した。析出したポリ
マーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１０．１ｇ（６７％）で
あった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ＩＲお
よび1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２００
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２００】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で５．３１ｇ（２６．４ミリ
モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）メタンスル
ホンアミド、７．７ｇ（３９．６ミリモル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステルを添加
し、続いて２５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０分間パージした
。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッケル触媒溶液をシリ
ンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン３ｍｌに０．３２ｇ（０．６６ミリモル）
の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス内で調製さ
れた。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌した。得られ
たポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１
８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　１８イ
オン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て濃縮され、
ヘキサン中に析出する。析出したポリマーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマ
ーの全収量は１２．０ｇ（９２％）であった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭ
Ｒを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、３３，０００のＭｗを有するＭｎ＝
１６，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基の存
在を示した。
 
【誤訳訂正４】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０３
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０３】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１３．６９ｇ（７３．２ミ
リモル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパン
スルホンアミド、２１．３６ｇ（０．１１モル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステルを
添加し、続いて８５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０分間パージ
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した。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッケル触媒溶液を
シリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０．８９ｇ（１．８３ミリモ
ル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス内で調
製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌した。得
られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－
７１８キレート樹脂によりに処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　
１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て濃縮
され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され、一晩減圧
下で乾燥される。ポリマーの全収量は１３ｇ（３７％）であった。また、ポリマーはＧＰ
Ｃ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、４４，０００の
Ｍｗを有するＭｎ＝２４，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとス
ルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正５】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０６
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０６】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で２０．９ｇ（０．１１ミリ
モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンス
ルホンアミド、１４．３１ｇ（０．０７３モル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステルを
添加し、続いて８５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０分間パージ
した。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッケル触媒溶液を
シリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０．８９ｇ（１．８３ミリモ
ル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス内で調
製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌した。得
られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－
７１８キレート樹脂によりに処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　
１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て濃縮
され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され、一晩減圧
下で乾燥される。ポリマーの全収量は２４ｇ（７０％）であった。また、ポリマーはＧＰ
Ｃ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、３９，０００の
Ｍｗを有するＭｎ＝１７，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとス
ルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正６】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２０９
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２０９】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で２７．８ｇ（０．１４８モ
ル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンスル
ホンアミド、７．２ｇ（０．０３７モル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステルを添加し
、続いて８５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０分間パージした。
室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッケル触媒溶液をシリン
ジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０．８９ｇ（１．８３ミリモル）の
（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス内で調製され
た。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌した。得られた
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ポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８
キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオ
ン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て濃縮され、メ
チルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され、一晩減圧下で乾燥
される。ポリマーの全収量は２８ｇ（８７％）であった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲ
およびＮＭＲを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、３４，０００のＭｗを有
するＭｎ＝１５，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンア
ミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正７】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１２
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１２】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１３．０４ｇ（０．０６９
モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンス
ルホンアミド、２１．９６ｇ（０．１０４モル）のノルボルネンカルボン酸のトリメチル
シリルエステルを添加し、続いて８５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴン
で１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が５０／１でニッ
ケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに１．７ｇ（３
．４９ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボ
ックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間
撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔ
ｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒ
ｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留
を経て濃縮され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され
、テトラヒドロフランに再溶解され、メチルｔ－ブチルエーテル中に再析出した。析出し
たポリマーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１２ｇ（３５％）
であった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ＩＲ
および1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基とカルボン酸基の存在を示した。
 
【誤訳訂正８】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１５
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１５】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で２０．０ｇ（０．１０６モ
ル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンスル
ホンアミド、１４．９ｇ（０．０７モル）のノルボルネンカルボン酸のトリメチルシリル
エステルを添加し、続いて８５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０
分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が５０／１でニッケル触
媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに１．７ｇ（３．４９
ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス
内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌し
た。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　Ｉ
ＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓ
ｔ　１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て
濃縮され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され、テト
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ラヒドロフランに再溶解され、メチルｔ－ブチルエーテル中に再析出した。析出したポリ
マーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１３ｇ（３５％）であっ
た。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ＩＲおよび
1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基とカルボン酸基の存在を示した。
 
【誤訳訂正９】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２１８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２１８】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１７．３５ｇ（０．６８モ
ル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）－１．１．１
トリフルオロメタンスルホンアミド、３．３ｇ（０．０１７モル）のノルボルネンのｔ－
ブチルエステルを添加し、続いて３０ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴン
で１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニ
ッケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン３ｍｌに０．４１４
ｇ（０．８５ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、
乾燥ボックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、
６時間撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒ
ｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍ
ｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回
転蒸留を経て濃縮され、ヘキサン中に析出する。析出したポリマーは濾過され、メチルｔ
－ブチルエーテルに再溶解され、ヘキサン中に再析出した。析出したポリマーは濾過され
、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１３ｇ（６５％）であった。また、ポリ
マーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、
はっきりとスルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正１０】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２１
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２１】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１４．０ｇ（０．０５５モ
ル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）－１．１．１
トリフルオロメタンスルホンアミド、７．１ｇ（０．０３６モル）のノルボルネンのｔ－
ブチルエステルを添加し、続いて５５ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴン
で１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニ
ッケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０．４７７
ｇ（０．９８ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、
乾燥ボックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、
６時間撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒ
ｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍ
ｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回
転蒸留を経て濃縮され、ヘキサン中に析出する。析出したポリマーは濾過され、メチルｔ
－ブチルエーテルに再溶解され、ヘキサン中に再析出した。析出したポリマーは濾過され
、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１４ｇ（６５％）であった。また、ポリ
マーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、４０
，５００のＭｗを有するＭｎ＝１８，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、は
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っきりとスルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正１１】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２４】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で１２．０９ｇ（０．０６５
モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）プロパンス
ルホンアミド、１２．５４ｇ（０．０６５モル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステル、
５．３６ｇ（０．０２９モル）のＮ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－
イルメチル）アセテートを添加し、続いて６０ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物を
アルゴンで１０分間パージした。室温で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００
／１でニッケル触媒溶液をシリンジを介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０
．７８ｇ（１．６２ミリモル）の（ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによ
って、乾燥ボックス内で調製された。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈され
た後、６時間撹拌した。得られたポリマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍ
ｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８キレート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベース
のＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオン交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過さ
れ、回転蒸留を経て濃縮され、メチルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマ
ーは濾過され、テトラヒドロフランに再溶解され、メチルｔ－ブチルエーテル中に再析出
した。析出したポリマーは濾過され、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は２１
ｇ（７０％）であった。また、ポリマーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定
された。ポリマーの分子量は、４０，０００のＭｗを有するＭｎ＝１９，０００と測定さ
れた。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、はっきりとスルホンアミド基の存在を示した。
 
【誤訳訂正１２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】０２２７
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【０２２７】
　スターラーバーを入れたガラスバイアルに、窒素雰囲気下で５ｇ（０．０２５モル）の
Ｎ－（ビシクロ（２．２．１）ヘプト－５－エン－２－イルメチル）メタンスルホンアミ
ド、８．０５ｇ（０．０４１モル）のノルボルネンのｔ－ブチルエステル、３．４８ｇ（
０．０１６モル）のトリメチルシリルで保護されたノルボルネンカルボン酸を添加し、続
いて３０ｍｌのトルエンを添加した。反応混合物をアルゴンで１０分間パージした。室温
で反応溶液に、触媒に対するモノマーの比が１００／１でニッケル触媒溶液をシリンジを
介して添加した。触媒溶液は、トルエン５ｍｌに０．４０３ｇ（０．８３ミリモル）の（
ＣＨ3Ｃ6Ｈ4）Ｎｉ（ＰｈＦ5）2を添加することによって、乾燥ボックス内で調製された
。重合は、溶液がテトラヒドロフランにより希釈された後、６時間撹拌した。得られたポ
リマー溶液は、予め調整したイミド酢酸ベースのＡｍｂｅｒｌｉｔｅ　ＩＲＣ－７１８キ
レート樹脂により処理され、続いてスルホン酸ベースのＡｍｂｅｒｌｙｓｔ　１８イオン
交換樹脂によって処理される。ポリマー溶液は濾過され、回転蒸留を経て濃縮され、メチ
ルｔ－ブチルエーテル中に析出する。析出したポリマーは濾過され、テトラヒドロフラン
に再溶解され、メチルｔ－ブチルエーテル中に再析出した。析出したポリマーは濾過され
、一晩減圧下で乾燥される。ポリマーの全収量は１１ｇ（６５％）であった。また、ポリ
マーはＧＰＣ、ＩＲおよびＮＭＲを用いて特性が決定された。ポリマーの分子量は、１６
，６００のＭｗを有するＭｎ＝４０，０００と測定された。ＩＲおよび1ＨＮＭＲは、は
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っきりとスルホンアミド基の存在を示した。
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